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髙木竜馬さん応援レポート
髙木竜馬ピアノリサイタル
“ウィーンからの風”

2016年８月９日（火）
コンサートサロン パウゼ

「高木竜馬 ピアノリサイタル”ウィーンからの
風”」。髙木さんのリサイタル・シリーズである。

この夏は「・・・シューマン、 モーツァルト、
ベートーヴェン、それぞれの作曲家の変奏の
巧みさを実際に音として表現できるよう頑張り
たいという思いで取り組んでいます」と事前に
語ってくれた髙木さん。

リサイタル・シリーズ第４弾となる本日の会場
は、 コンサートサロン「パウゼ」。カワイ表参
道店の２F、表参道のケヤキ並木を眺めなが
らコンサートを楽しむことができるという洒落た
空間である。
猛暑日となった暑い一日であったが、夕暮れ
の表参道の会場には、たくさんのお客様が列
をなしている。

７月26日に届いた、中村紘子先生の訃報。名ピア
ニストにして日本のクラシック音楽界を牽引された
恩師・中村紘子先生。この夏の一連のリサイタル
は、中村先生に捧げるリサイタルへと変更された。

当初のプログラムに組まれていた前半のモーツァ
ルトのソナタ 第11番 K.331 は、祝典的な曲調が
特徴的な曲。追悼に相応しい厳粛な雰囲気を湛
えるベートーヴェンのソナタ 第31番 Op.110 へと
曲目変更。「いつもお優しかった先生を偲ん
で・・・」と髙木さん。思いを込めての演奏が始まる。

今夏のリサイタル・シリーズ第４弾
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本プログラムに続いては、髙木さんのリサ
イタルでは恒例のアンコール・タイム。事前
のアンケートにより人気の高かった曲が演
奏される。
モーツァルト：トルコ行進曲、 ベートーヴェ
ン：エリーゼのためにと、親しみある曲に小
さなお子さんも熱心に聴き入る。ショパン：
スケルツォ２番、ラフマニノフ/江口玲編曲：
パガニーニの主題による狂詩曲より第18変
奏曲、バラキレフ：東洋風幻想曲イスラメイ
と続く演奏に、「え？まだ弾いてくれるの？」
と満席のお客様にはどよめきも。 締めは
ショパンの英雄ポロネーズで全６曲。熱い
演奏が繰り広げられた。

恩師・中村紘子先生を偲んで。ダイナミックに繊細に

１曲目、ベートーヴェンの ソナタ 第23番 『熱情』
沸き上がるような情熱に満ちる名曲である。とき
に激しくドラマティックに進む演奏に、ぐっと惹き
つけられる客席。
次の曲はベートーヴェンのソナタ 第31番。
髙木さんが聴いた中村紘子先生最後の演奏は
2015年３月の浜松国際ピアノアカデミー・オープ
ニングコンサート。中村先生の病床からの復帰
公演でもあった。ソナタ31番はその時に先生が
弾かれた曲、また髙木さんが中村先生から最後
にレッスンを受けた時の曲でもあるとのこと。
「ベートーヴェン本人の魂が天に昇っていくよう
な曲です」と髙木さん。高貴な調べが鳴り渡る。

続いてシューマンのアラベスク。「・・・ウィーンを
訪れたシューマンが、ベートーヴェンとシューベ
ルトの墓を訪ねたのちに作曲した曲です。二人
に対する清廉な憧れ、天国で二人と静かに語り
合っているような、芸術離れした世界を描いてい
るように感じています」と髙木さん。

「・・・できるだけ現実でないような、天
国にいるような、天使がささやいている
ような雰囲気を表現できたら」との言葉
通り、なんとも美しい調べを聴かせてく
れた。
プログラムラストの曲はシューマンの
「交響的練習曲」。壮大な曲をダイナ
ミックにかつ繊細に。ピアノの醍醐味に
酔いしれる。
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恩師へそして作曲者への思いと理解を込めて

音響が素晴らしく、緩やかな傾斜だが、ワンフロアでステージが見やすいホール。収容600名のホールでオーケストラコンサートは贅沢！

終演の数日後、髙木さんに話を聞いた；

－大熱演でしたね；
「・・・31番は自分が聴いた中村先生最後の演

奏曲です。そのとき先生は病床からの半年ぶ
りのご復帰で。アカデミーの最中も、とてもお
優しく温かく振舞われていらして。作曲当時の
ベートーヴェンと中村先生ご自身のご状況が
重なるように思えて・・・。

「・・・曲の冒頭部分は極限まで音を温かくしよ
うと思いながら弾きました。終楽章である３楽
章では、こみあげてくるものがありました」

「・・・ソナタ「熱情」は本当に難しい曲で。分析
をすればするほど、曲としてのあまりの完璧さ
に圧倒されます。曲全体の黄金比率というか、
楽風がすばらしいので、少しでも手を加えると、
バランスが崩れてしまいます」「・・・ベートー
ヴェンが死にたいという思いと、音楽のために
生きなければいけないという思い、二律背反
のなかでもがいている曲。最高傑作だと思っ
ています。・・・自分自身、もがきながらこの曲
を弾いていくと思います」

＜演奏会概要＞

◆出演

髙木竜馬(Pf)

◆プログラム
L.V.ベートーヴェン ソナタ 第23番 作品57 
"熱情" ヘ短調
L.V.ベートーヴェン ソナタ 第31番変イ長調
作品110
R.シューマン アラベスク 作品18 ハ長調
R.シューマン 交響的練習曲 作品13
（1890年第三版遺作付き）

◆アンコール
モーツァルト トルコ行進曲
ベートーヴェン エリーゼのために
ショパン スケルツォ２番
ラフマニノフ/江口玲編曲
パガニーニの主題による狂詩曲より
第18変奏曲

バラキレフ 東洋風幻想曲イスラメイ
ショパン 英雄ポロネーズ

翌々日はサックスの方との共演を控えて
いた髙木さん、今年の夏もますますの充
実ぶりであった。

髙木さん、素敵な演奏でした。
また聴かせてください！

「・・・どの曲も小さい頃から弾いている曲
なのですが、留学してから顕著に違いを
感じる部分がたくさんあります。シューマ
ンの交響的練習曲、この曲などは、先生
から『少し変態的に（笑）』弾くようなアドバ
イスをいただいたりしています。

音色をたくさん変化させたり、響きの場所
を変えてみたりといった、自由さを加えて
みています」。
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【コンサート・フライヤー（表）】
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【コンサート・プログラム 表紙】
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【コンサート・プログラム 】



7

【コンサート・プログラム 】



8

【コンサート・プログラム 別紙】


